
学校感染症について 

山形県立小国高等学校 

 

感染症に罹患した場合は、さくら連絡網等で「診断名」「発症（発熱）日」「医療機関名」「受診日」を

学校までご連絡ください。 

下記の感染症と診断された場合、学校は学校保健安全法に基づき出席停止の対応を取ります。 

《学校で予防すべき感染症の種類と出席停止期間の基準》  【参考：学校において予防すべき感染症の解説（日本学校保健会発行）】 

 感染症の種類 出席停止期間の基準 

第 

一 

種 

エボラ出血熱，クリミア，コンゴ出血熱，痘瘡，南米出血熱，ペスト，マールブルグ

熱，ラッサ熱，ポリオ，ジフテリア，重症急性呼吸器症候群，鳥インフルエンザ

(H5N1・H7N9)※上記の他、新型インフルエンザ等感染症，指定感染症及び新感染症 

 

治癒するまで 

 

 

 

第 

 

二 

 

種 

① インフルエンザ 

（鳥インフルエンザ(H5N1)を除く） 

② 百日咳 

③ 麻しん（はしか） 

④ 風しん（３日はしか） 

⑤ 流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 

⑥ 水痘（水ぼうそう） 

⑦ 咽頭結膜熱（プール熱） 

⑧ 結核、髄膜炎菌性髄膜炎 

⑨ 新型コロナウイルス感染症 

① 発症した後５日を経過し、かつ解熱後２日を経過するまで 

② 特有の咳が消失するまで、または５日間の抗菌性物質製剤による治療

が終了するまで 

③ 解熱後３日を経過するまで 

④ 発疹が消失するまで 

⑤ 耳下腺、顎下腺または舌下腺の腫れが出た後５日を経過し、かつ全身

状態が良好になるまで 

⑥ すべての発疹がかさぶたになり乾燥するまで 

⑦ 熱、咽頭炎、結膜炎など主要症状が消退した後２日を経過するまで 

⑧ 病状により医師によって感染のおそれがないと認められるまで 

⑨ 発症した後５日を経過し、かつ症状が軽快した後、１日を経過するまで 

第 

三 

種 

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感

染症、腸チフス、パラチフス、流行性角結膜

炎、急性出血性結膜炎、その他の感染症＊ 

＊溶連菌感染症、ウィルス性肝炎、伝染性紅斑（りん

ご病）、手足口病、ヘルパンギーナ、マイコプラズマ

感染症、流行性嘔吐下痢症（感染性胃腸炎）など 

病状により医師によって感染のおそれがないと認められるまで 

 

＊その他の感染症…主治医・学校医の意見を聞き、第三種の感染症と

しての措置がとれる疾患 

《「新型コロナウイルス感染症」「インフルエンザ」の簡易キットで陽性反応が出た場合・・・・・・》        

自覚症状がなく陽性反応があった場合は、「検査日」を発症日として該当する期間を出席停

止扱いとなりますが、自覚症状が出た場合には、医療機関を受診してください。 

《出席停止期間の考え方（例）》 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

発症日（０日） １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 

発症（発熱）  解熱    登校可能  

発症（発熱）   解熱   登校可能  

発症（発熱）    解熱   登校可能 

 

新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

発症日（０日） １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 

発症   症状軽快   登校可能  

発症    症状軽快  登校可能  

発症     症状軽快  登校可能 

 

生徒／保護者用 


